
(
リ
ョ
ケ
ン
の
塩
越
一
秀
専

務
)
を
行
っ
た
。

今
津
支
配
人
リ
写
真
H
は

一
金
波
楼
グ
ル
ー
プ
の
概
要
、

一
旅
館
・
ホ
テ
ル
を
取
り
巻
く

一
環
境
に
つ
い
て
の
対
応
の
ほ

一
か
、
ホ
テ
ル
金
波
楼
プ
ラ
ン

一
ド
を
構
築
す
る
た
め
に
取
り

一
組
ん
だ
中
期
経
営
計
画
「
感

リ
ョ
ケ
ン
は
ロ
月
口
、
同
一
動
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
な
ど
に

可
ホ
テ
ル
金
波
楼
(
兵
庫
一
つ
い
て
説
明
。

ボ
豊
岡
市
)
で
第
1
5
2回
一
「
餐

(
S
A
N
)
」
の
オ

]
の
「
旅
館
大
学
セ
ミ
ナ
ー
」
一

I
プ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
料
理

山
開
催
し
た
o

f

一
の
部
屋
出
し
を
原
則
廃
止

1
日
目
は
ホ
テ
ル
金
波
楼
一
し
、
客
室
係
の
人
員
を
削
減

0

1
m年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
一
年
間
約
5
千
万
円
の
コ
ス
ト

/
イ
ニ
ン
グ
耳
烹
百
A
N
)
」
一
カ
ッ
ト
を
実
現
し
、
従
業
員

-m年
オ
ー
プ
ン
の
高
級
客
一
の
高
齢
化
や
求
人
難
と
い
う

~
「
時
じ
く
」
な
ど
を
見
て
一
問
題
の
対
策
に
も
な
っ
た
と

一
っ
た
。
講
座
で
は
「
グ
行
一
い
う
。
同
時
に
、
地
産
地
消

て
み
た
い
ホ
テ
ル
μ

の
た
一
の
観
点
か
ら
地
酒
の
利
き
酒

一に
S
ホ
テ
ル
金
波
楼
の
取
一
セ
ッ
ト
を
販
売
。
消
費
単
価

一
組
み
に
学
ぶ
」
(
今
津
こ
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
げ
た
。
客

一
常
務
支
配
人
)
と
平
成
お
一
室
に
つ
い
て
は
、
「
岬
の
館
」

「
元
気
印
の
旅
館
」
紹
介
一
棟
の
客
室
を
団
体
客
向
け

リョケン

旅館大学セミ
H金波楼でl

科
目
取
締
役

1
日
か
ら
運
営
を
開
始
す

新
会
社
「
J
T
B圏
内
旅

企
画
」
の
社
長
に
旅
行
事

本
部
屋
、
圏
内
商
口
問
事
業

部
長
の
大
谷
恭
久
取
締
役

充
て
る
人
事
を
発
表
し

-云
ι

百三一ロ
q
F
J
/

〈

d
，r
d
f
J
4
4
4
4
J

L
C
C計
画
の
リ
ン
ク

自
己
破
産
、
負
債

9
億

帝
国
デ
ー
タ
発
表

た。
J
T
B
圏
内
旅
行
企
画

は
、
圏
内
旅
行
の
仕
入
1

商

品
企
画
、
商
品
造
成
を
担
う
。

社
員
数
約
千
人
、
日
年
度
目

標
売
上
額
3
千
億
円
と
い
う

最
大
規
模
の
グ
ル
ー
プ
会
社

と
な
り
、
「
乙
の
会
社
の
成

否
が
J
T
B
の
成
否
を
握
っ

て
い
る
」
(
田
川
博
己
社
長
)
。

本
年
も
変
あ
ら
ぬ
ご
支
援
を

ね
ぬ
か
ら
お
願
い
申

L
上
げ
ま
す
。

名
誉
会
長

-"-:z:;;-副

会

長

専
務
理
事

専
務
局
長

J

T

B
協

定

旅
館
ホ
テ
ル
連
盟

長

田

川

福

岡

大

谷
大

西

久
保
田

小

林

渡

遺

藤
J

本

豊

田
小

田
高

橋
北

見
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康 正幸庄治雅恭朋博

弘男修裕孝一一基之久英己
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